
 

 

 
 

 
 
令和４年度第２回学校運営協議会を１１月１日（火）に開催しました。今回は、事業

報告とグループに分かれて熟議をしました。 
【事業報告】 
１清掃・りんご生産活動についての報告 
２女鹿沢小学校との交流についての報告 
３全校ボランティア活動についての報告 
 
【熟議】 
１地域との関りのある現行の行事の今後について 
２地域と学校が協力してできることについて 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

 

 

ＣＳ通信 
コミュニティ・スクール 浪にゃん つうしん 

令和４年 11 月 9 日 
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第 ２ 号 

第 2 回運営協議会 

学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の Key word 「熟議」 
「熟議」とは？ 
多くの当事者による「熟慮」と「討議」を重ねながら 政策を形成していくこと。  
政策を形成する際、 ①多くの当事者（保護者、教員、地域住民等）が集まって、②課題について
学習・熟慮し、討議をすることにより、③互いの立場や果たすべき役割への理解が深まるととも
に、 ④解決策が洗練され、 ⑤個々人が納得して自分の役割を果たすようになる、 というプロセ
スのことを言う。 

・交流センター「あぴねす」において、イ
ンターンシップを受け入れてもらい、本校
の高等部生徒などがその業務にあたる中で
来館者との交流を図るなど地域の方々と交
流する場としての「あぴねす」をさらに活
用できるのではないか。 
・活動の発信としてＨＰや YouTube の活
用など時代に合わせた対応が必要ではない
か。 

・清掃・りんご生産活動を女鹿沢小の児童
等他校の児童生徒と一緒に行ったらいいの
ではないか。 
・活動の様子をポスターにして、連絡通路
の掲示板に貼ってはどうか。 
・地域の人材を活用し、様々な技術をもっ
ている方を講師に迎え、〇〇教室として児
童生徒に指導してもらうこともできるので
はないか。 
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